
（別表）

普通 なし

特に
優れ
てい
る

優れ
てい
る

やや
優れ
てい
る

良好
であ
る

普通 なし

1.環境・景観
　への配慮

・景観性
・環境保全
・その他

・地域の特性や景観を生かした施工
・自然環境保全や動植物の保護に
　配慮した施工

5 4 3 2 1 0

2.地域貢献

・地域・社会への
　貢献等
・活力と魅力ある
　建設業への貢献
・その他

・地域住民とのコミュニケーション
　の実施
・地域住民と協働した工事の実施
・ボランティア活動の実施
・工事や実施事業の必要性、効果等
　をPRし、公共事業への理解を得る
　活動の実施
・働きやすい環境づくりなど働き方
　改革の実施
・担い手確保に向けた取組みの実施

5 4 3 2 1 0

3.安全性の
　向上

・安全衛生関係
・現場での対応
・その他

・公衆災害防止の工夫
・安全衛生（安全施設、安全教育、
　作業環境等）関係の工夫
・災害等での臨機の処理

5 4 3 2 1 0

4．品質および
　施工性の向上

・技術固有
・自然条件
・社会条件
・施工関係
・管理関係
・その他

・特殊な工種及び工法（新技術・
　新工法、機器類、新材料等）の
　活用等による工夫または施工
・湧水・地下水、地盤・地質および
　気象条件等の影響を受けての工夫
・交通、地下埋設物、作業スペース
　等の厳しい制約を受けての施工
・施工方法の工夫
・施工環境の改善や仮設計画の工夫
・関連事業間の調整
・品質管理、施工管理の工夫

5 4 3 2 1 0

5．出来ばえ
・美観
・調和
・その他

・工作物の仕上り
・全体の美観
・周辺環境や既存構造物との調和

5 4 3 2 1 0

0
※１．事業者は、上表１から4すべてについて、優良工事説明書（申出様式２）に記入して申し出ること。
※２．申出書に基づき、すべての項目を総合的に評価する。
※３．設計図書や総合評価落札方式による技術提案により契約条件となっているものは評価しない。
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